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作

稲
【
登
熟
を
促
す
水
管
理
】

①
出
穂
後
30
日
間
は
間
断
か
ん

水
で
土
壌
水
分
を
保
ち
、
稲
体

の
活
力
を
維
持
し
て
、
登
熟
と

米
粒
の
肥
大
を
促
進
し
ま
す
。

早
期
落
水
は
根
の
活
力
を
低
下

さ
せ
、
品
質
低
下
や
倒
伏
を
助

長
さ
せ
ま
す
。

②
高
温
時（
日
中
30
℃
以
上
、夜

間
25
℃
以
上
）は
、
入
水
・
湛
水

に
よ
り
地
温
低
下
と
水
分
供
給

に
努
め
ま
す
。
台
風
や
フ
ェ
ー

ン
現
象
で
乾
燥
し
た
風
が
強
い

場
合
は
、
湛
水
管
理
と
し
て
、

稲
体
の
急
激
な
水
分
蒸
散
に
よ

る
消
耗
を
軽
減
し
ま
す
。

　

カ
ド
ミ
ウ
ム
含
有
米
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
地
域
で
は
、
出

穂
前
後
３
週
間（
７
月
15
日
頃

～
８
月
25
日
頃
）は
湛
水
管
理

（
田
面
を
空
気
に
触
れ
さ
せ
な

い
）を
厳
守
し
て
カ
ド
ミ
吸
収

を
抑
制
し
て
く
だ
さ
い
。

　

出
穂
当
初
は
、
水
を
多
く
必

要
と
す
る
時
期（
10
日
間
く
ら

い
）な
の
で
、
５
～
６
㎝
程
度

の
湛
水
と
し
、
そ
れ
以
降
は
２

～
３
㎝
の
浅
水
、
間
断
か
ん
水

と
す
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
年
は
乳
白
粒

や
ク
サ
ビ
米
等
の
高
温
に
よ
る

被
害
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

刈
り
取
り
時
期
の
ほ
場
条
件
を

気
に
し
て
出
穂
以
降
の
入
水
を

控
え
る
、
早
期
落
水
す
る
ほ
場

に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

気
温
が
30
℃
以
上
の
時
は
、

用
水
が
十
分
確
保
で
き
る
場
合

は
、
か
け
流
し
等
を
行
い
、
地

温
を
下
げ
、
稲
体
の
健
全
化
に

努
め
る
。

【
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
】

　

本
年
は
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

の
発
生
が
多
い
こ
と
か
ら
、
茎

葉
散
布
剤
は
出
穂
期
10
日
後
頃

と
24
日
後
頃
の
２
回
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

　

カ
メ
ム
シ
類
の
本
田
へ
の
侵

入
を
防
止
す
る
た
め
、
１
回
目

（
出
穂
10
日
後
頃
）の
茎
葉
散
布

剤
の
散
布
後
に
畦
畔
や
農
道
の

草
刈
り
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の

後
は
、
収
穫
２
週
間
前（
９
月

20
日
頃
）ま
で
、
草
刈
り
を
控

え
て
く
だ
さ
い
。

時期 水管理

出穂初め～10日 ５～６㎝の湛水管理。水を切らさない。

出穂後11日～20日 根の活力維持のため間断潅水
（２日湛水、３日落水）

出穂後21日～30日 田面は足跡がつく程度の硬さ。
ヒビ割れで根を切らさないこと。

出穂後31日以降 排水の良否を考慮しながら落水。
早い落水は食味低下。

※落水は、出穂後30日を目安にして行いましょう。

薬　剤　名 濃度 10ａ散布量 収穫前日数

スタークル粉剤ＤＬ
スタークル液剤 10

―
1,000 倍

３㎏ 出穂期10日後頃

【追加防除薬剤】
キラップ粉剤ＤＬ
キラップフロアブル

―
2,000 倍

３㎏
150㍑

出穂期24日後頃

【斑点米カメムシ類の防除薬剤】

7月
中旬 下旬上旬

8月
中旬 下旬上旬

9月
中旬 下旬上旬

6月
中旬

６月上旬から稲の出穂期10～15日前まで

草刈り2～3回 草刈り 草刈り

出
穂
期

収
穫
期

薬
剤
散
布

薬
剤
散
布

収穫期
2週間前

下旬上旬
アカスジカスミカメ 成虫侵入 産卵 幼虫発生
出穂期後日数 0 7～10 21～24 28～34
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双子座（5・21〜 6・21）　感情コントロールが難しい月。一時的な怒りに身を任せ、暴言を吐かないように。鏡を磨くと開運効果てきめん


